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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転写因子の基本ヘリックス-ループ-ヘリックスファミリーおよび筋形成因子サブファミリーに属する核タンパク質をコードしています。この遺伝子は、筋形成の開始に必要な細胞周期停止を誘導することで、筋細胞の分化を制御します。このタンパク質は筋肉の再生にも関与しています。また、自身の転写を活性化することで、筋形成へのコミットメントを安定化させる可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：筋肉分化に関与（筋形成因子）。線維芽細胞を筋芽細胞に分化させる。筋肉特異的プロモーターを活性化する。ツイストタンパク質と相互作用し、阻害される。この相互作用には、おそらく両方のタンパク質の基本ドメインが関与しています。,オンライン情報：MyoDエントリ,PTM：EP300およびPCAFを含む複合体によってアセチル化されます。このアセチル化は、標的遺伝子の活性化に不可欠です。逆に、SIRT1による脱アセチル化は機能を阻害する。,PTM：N末端がユビキチン化されており、プロテアソームによる分解に必要である。,類似性：1つの基本ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ドメインを含む。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。ITF-2と活性ヘテロ二量体を形成するようである。SUV39H1と相互作用する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	MYOD（リン酸化Ser200）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	MYOD（リン酸化Ser200）抗体を用いた、Ca+ 40nM 30°処理したJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

